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不正申請を防ぐために
今一度ご確認ください

近年、助成金申請を代行する事業者（以下、手続代行者）による手続きにおいて、
不適切な申請が行われる事例が報告されています。その場合、助成金の返還や法
的なペナルティが課される可能性があるだけでなく、申請者ご自身が知らない間
にトラブルに巻き込まれ、経済的・精神的な負担が強いられることもあります。

クール・ネット東京のホー
ムページに掲載している交
付要綱や助成金の手引きの
内容をよく読み、申請の流
れや交付の条件等について
ご理解いただいた上でご申
請ください。

不明点は必ず手続代行者に
確認しましょう。

申請された助成対象経費や、助成金交付確定額等に誤りがあることを発見した場
合は、必ず直ちに公社へ連絡してください。
誤りを認識しながら申請を行っていた又は手続代行者に行わせていたことが判明
した場合等の不正行為に対しては、厳正に対処いたします。

不適切な申請に関する相談窓口

契約や手続に関する注意ポイント

不適切な申請に気づいた場合

申請に関する不安や疑問がある方へ

「後日、キャッシュバック
が受けられる」、「実質的
に自己負担なしで設置でき
る」などの営業トークにご
注意ください。

本助成金では、自己負担額
がゼロになることはありま
せん。

提出書類や申請内容に虚偽
や誤りがないかしっかり確
認しましょう。
特に、東京都以外の助成金
に申請している場合は申告
が必要なのでご注意くださ
い。
クール・ネット東京のホー
ムページに掲載されている
計算シートを用いて、助成
額を申請者ご自身で試算す
ることも可能です。

オンライン相談フォーム

そのため助成金の申請時は、以下のポイントを押さえておくことが重要です。

03-5990-5372
（平日9時-17時）

1 巧妙な営業トーク
に注意 1 巧妙な営業トーク
に注意 ３申請内容を

自分でも確認する ３申請内容を
自分でも確認する 

交付要綱や助成金
の手引きを
しっかり確認する

２
交付要綱や助成金
の手引きを
しっかり確認する

２



■令和8年度

■申請に関する問い合わせ先

03-5990-5112

① 高断熱窓/ドア・断熱材・高断熱浴槽（既存住宅における省エネ改修促進事業）

② 蓄電池システム（家庭における蓄電池導入促進事業）

③ V2H（戸建住宅におけるV2H普及促進事業）

④ - A 太陽熱・地中熱利用システム（熱と電気の有効利用促進事業）

④ - B エコキュート・ハイブリッド給湯器（熱と電気の有効利用促進事業）

⑤ 太陽光発電設備（家庭における太陽光発電導入促進事業）

⑥ エコジョーズ・エコフィール（分譲マンション省エネ型給湯器導入促進事業）

（2026年8月31日まで） 03-6633-3822

（2026年9月1日以降） 03-6737-5300

※2026年9月1日より電話番号が変わります

03-6633-3823

03-6279-4615

03-6737-7005

（2026年8月31日まで） 03-6633-3824

（2026年9月1日以降） 03-6737-5100

※2026年9月1日より電話番号が変わります

（2026年8月31日まで） 03-6633-3821

（2026年9月1日以降） 03-6737-7006

※2026年9月1日より電話番号が変わります

事業名 助成率・額

　高断熱窓・高断熱ドア サイズ・性能に応じて定める単価（1 / 2相当額、上限 200 万円 / 戸）

管理組合による全体改修への上乗せ 助成単価 1.2 倍（50戸以上の窓ドア全体改修が条件）

断熱防犯窓への上乗せ 当該窓について助成単価 約1.5 倍（上限300万円／戸）

　壁・床等断熱 1 / 3（上限 100 万円 / 戸）

　高断熱浴槽  9.5 万円 / 戸

　太陽光発電システム（50kW未満） 新築住宅 3.6kW以下　   12 万円 / kW（上限36万円）   3.6kW超　10 万円 / kW

既存住宅※1 3.75kW以下　 15 万円 / kW（上限45万円）   3.75kW超　12 万円 / kW

陸屋根の住宅への上乗せ 防水工事 既存集合住宅 及び 既存戸建住宅：18 万円 / kW

架台設置 集合住宅：20 万円 / kW　既存戸建住宅：10 万円 / kW

機能性PVへの上乗せ 機能性の区分に応じて10 万円、8 万円、5 万円、 2 万円 又は 1 万円 / kW

パワーコンディショナ更新 1 / 2（上限 10 万円 / 台）

　蓄電池システム 新規設置※2 10 万円 / kWh （DR実証参加しない場合、上限120 万円 / 戸）

既存蓄電池の蓄電ユニット増設※3 6 万円 / kWh （DR実証参加しない場合、上限72 万円 / 戸）

DR 実証参加上乗せ※4 ※9 + 10万円 / 件

IoT機器※5 5 万円 / 台

1 / 2（上限50 万円）

10 / 10（上限 100 万円）※6

設置 1 / 2（上限 55 万円 / 戸）

更新（補助熱源機） 1 / 2（上限 10 万円 / 台）

設置 3 / 5（上限 180 万円 / 台）

更新（ヒートポンプ） 1 / 2（上限 27.5 万円 / 台）

エコキュート・ハイブリッド給湯器 ① 太陽光パネル連携：14 万円 / 台

＜ゼロエミポイント併用不可＞ ② 再エネ電力契約：5 万円 / 台

③ DR実証参加：8 万円 / 台 ※7

DR実証参加上乗せ※7 ※9 ① または ② ＋ 8 万円 / 台

IoT機器※8 5万円 / 台

上記設備設置に伴うリフォーム瑕疵保険への加入 定額 7,000 円 / 契約

エコジョーズ・エコフィール（分譲マンションのみ対象）※10 7 万円 / 台（追い焚き機能がある場合）

＜ゼロエミポイント併用不可＞ 5 万円 / 台（追い焚き機能がない場合）

再エネ電力契約上乗せ + 3 万円 / 件

ドレン排水処理工事上乗せ + 3 万円 / 件

※6　太陽光、V2H及びEV／PHVが揃う場合に限る

※7　エコキュート等新設時にDR実証に参加をすること（①または②の場合のみ）

　　（太陽光発電システムがない場合は、再エネ電力メニューに契約すること） ※8　エコキュート等新設時に、DR実証への参加を目的として設置したIoT機器が対象

※9　東京都家庭用アグリゲーターと連携して行うデマンドレスポンス（DR）の実証

※10　従来型給湯器からの改修に限る

※5　蓄電池新設 / 増設時にDR実証参加に伴うIoT機器設置が対象

熱と電気の有効利用

促進事業

太陽熱利用

システム

地中熱利用

システム

分譲マンション省エ

ネ型給湯器導入促進

事業

※1　既存の太陽光発電設備を取り替える場合も対象

※2　太陽光発電システム設置済 / 同時設置の場合に限る

※3　太陽光発電システム設置済であること

※4　蓄電池システム新設 / ユニット増設時にDR実証へ参加すること

助成対象

既存住宅における

省エネ改修促進事業

家庭における

太陽光発電

導入促進事業

家庭における蓄電池

導入促進事業

戸建住宅における

V2H普及促進事業
　V2H（戸建住宅のみ対象）

単位：円ガラ ス 交換、断熱防犯窓の単価表はホームページをご確認く ださ い。
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